
はじめに 

事業代表者 丸山久一 

 長岡技術科学大学特任教授 

 

 岐阜大学を中心として始められた「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的

推進」事業―地域ニーズに応えるインフラ再生技術者養成のためのカリキュラム設計―の

コンソーシアムに長岡技術科学大学も平成 25 年度から参加させて頂きました。平成 25 年

度は、本事業の基盤を整備すべく、インフラ再生技術者育成新潟地域協議会（以下、ME新

潟協議会）を立ち上げました。協議会の発足に際しては、関係各機関、団体等に本事業の

内容を説明したところ、多くの方々から本事業に賛同を頂きました。その結果、協議会と

しては、国交省北陸地方整備局、新潟県、新潟市、（一社）新潟県建設業協会、（一社）建

設コンサルタンツ協会北陸支部、新潟大学、長岡工業高等専門学校から委員を出して頂く

こととなりました。平成 26年度には新たに、（一社）北陸地域づくり協会、（一財）新潟県

建設技術センター、（一社）新潟県地質調査業協会、（公社）日本技術士会北陸本部の各機

関に協議会へ参加を頂いています。      

 協議会の最初の活動として、地域の自治体や事業所の技術者にとって何が必要かを調べ

る目的でアンケート調査を実施しました。さらに、本事業では先導している岐阜大学およ

び長崎大学から倉内先生、森田先生をお招きして「岐阜県における ME の取組」、「長崎県

における道守の取組」をご紹介頂くとともに、（株）ISS の丸山明氏から「アセットマネジ

メント」に関するお話を伺う講習会を開催いたしました。 

 平成 26年度は、インフラ再生技術者養成のプログラムを決定するとともに講座を開設し

て事業を実施いたしました。前年度に実施したアンケート結果に基づき、対象とする構造

物では、道路構造物のみならず、河川や港湾構造物、さらには北陸地域特有の地盤防災施

設や雪氷防災施設を取り上げることとしました。 

 一方、受講者の所属する機関や事業所の実情を伺うと、雇用している技術者の数にあま

り余裕がなく、時期にもよるが、週 1日程度で 4～6週間の継続教育が限度であるとのこと

でした。そこで、協議会としては、年に 2回講座を開設することとし、9月から 10月にか

けては、主として道路構造物（コンクリート構造物や鋼構造物としての橋梁やトンネルの

維持管理）を対象とし、次年度の 5 月から 6 月にかけては道路防災構造物、斜面・土壌、

河川構造物等を対象とする講座（防災コース）にすることとしました。 

 本講座の特徴として、座学と現場実習を１：１の比率にしました。1日の講座は朝 9時か

ら 12時までを座学、昼食後に現場に出かけて実物を見ながら劣化状況の点検等を行い、午

後 5時過ぎに戻るというものです。9月から始まる講座に向けて、担当講師の選定、実習現

場の確保等、時間がない中で多くの方々の協力の下、どうにか準備が間に合いました。受

講生を募集するにあたっては、大学のホームページを利用するとともに、関係各所に文書

を配布しました。募集期間を十分確保することはできなかったのですが、応募者が 58名で



した。受入態勢は、初めてのこともあって、会場や実習現場の制約から 20名としておりま

したので、応募者の所属や技術的実績等を勘案して、協議会で選抜いたしました。 

 講座の具体的内容は、第 1 回が 9 月 19 日で、全体概要に続いて、道路付属施設の実

態および維持管理の要点、現場実習でした。第 2 回は 9 月 26 日でトンネルの維持管

理、現場実習、第 3 回は 10 月 3 日でコンクリート構造物の維持管理、現場実習、第

4 回は 10 月 10 日で鋼構造物の維持管理、現場実習でした。受講生の理解を進めるた

めに、各回とも講義や実習内容に関するレポートを 5 題課しました。さらに、全体の

理解度を評価するため、第 5 回として 10 月 17 日に筆記試験および面接試験を実施

しました。 

 試験の結果については、別途、審査委員会を設置して評価いたしました。その結果、

第 1 回の講座の受講者は 20 名全員が合格となりました。皆、モチベーションが高く、

座学や現場実習でも非常に積極的であったのが印象的でした。  

 次回以降の講座の充実を図るために、受講生にアンケート調査を実施しました。そ

の結果、現場実習は非常に好評でしたが、座学の時間が足りないという意見が多くあ

りました。そこで、次年度の道路構造物に関する講座は、日程を 2 週増やして実施す

ることにします。 

 本年度の活動を総括する目的で、11 月 26 日にシンポジウムを開催いたしました。

多くの方々が関心を持っているようで、100 名を超える参加者がありました。また、

シンポジウムの最後に受講者に修了証書を授与いたしました。これは、受講者から好

評を頂きました。 

 最後に、本事業の実施に際しまして、多くの方々からご協力を頂きました。厚く御礼を

申し上げます。最初の講座をどうにか開催でき、好評を頂きましたので、次年度もより一

層充実したものとして行きたいと思います。 
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１．事業概要 

１．１事業名 

文部科学省 平成 26年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業 

地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計 

 

１．２事業目的 

高度経済成長期に集中的に整備された社会資本が更新の時期を迎えるが、公共投資を取

り巻く環境は厳しく、効率的かつ戦略的な施設の維持管理が求められる。しかし、老朽化

インフラが増加する一方で、インフラ再生を担う技術者が圧倒的に不足することから、北

陸地域の自然環境に起因する、災害やインフラの維持管理上の課題を適切に把握する、イ

ンフラ再生技術者の養成プログラムの開発と技術者の育成を目的とする。 

 

１．３本事業事務局 

事業責任者：大塚 悟  （環境・建設系 教授） 

事業代表者：丸山 久一（特任教授） 

協 力 者：宮下 剛  （環境・建設系 准教授） 

協 力 者：田中 泰司（前環境・建設系 助教） 

事務担当者：大崎 博行（学務部学務課学務係長） 

技 術 員：小林 博実 

事務補佐員：清野 志保 

 

１．４本事業の執行者 

インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

委員長 長岡技術科学大学 特任教授 丸山 久一 

副委員長 国土交通省北陸地方整備局 企画部長 小口 浩 

副委員長 （一社）新潟県建設業協会 会長 本間 達郎 

委員 新潟県土木部 土木部長 高橋 猛 

委員 新潟市土木部 土木部長 渡辺 明徳 

委員 （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部 支部長 寺本 邦一 

委員 （一社）北陸地域づくり協会 理事長 大林 厚次 

委員 （一財）新潟県建設技術センター 理事長 金子 博 

委員 （一社）新潟県地質調査業協会 理事長 大谷 政敬 

委員 （公社）日本技術士会北陸本部 本部長 大谷 政敬 

委員 新潟大学工学部建設学科 教授 佐伯 竜彦 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 井林 康 

委員 幹事会幹事長 大塚 悟 



インフラ再生技術者育成新潟地域協議会幹事会 

幹事長 長岡技術科学大学環境・建設系 教授 大塚 悟 

委員 国土交通省北陸地方整備局 企画課長 川村 顕大 

委員 新潟県土木部 監理課企画調整室長 棚橋 元 

委員 新潟市土木部 土木総務課長 大花 博重 

委員 （一社）新潟県建設業協会 事業部第一部長 八幡 泰市 

委員 （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部 技術部会長 横山 徹成 

委員 新潟大学工学部建設学科 准教授 斎藤 豪 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮嵜 靖大 

委員 長岡技術科学大学環境・建設系 准教授 宮下 剛 

委員 前長岡技術科学大学環境・建設系 助教 田中 泰司 

 

審査委員会 

委員長 協議会 委員長 丸山 久一 

委員 国土交通省北陸地方整備局 企画課長 川村 顕大 

委員 新潟県土木部 監理課企画調整室長 棚橋 元 

委員 新潟市土木部 土木総務課長 大花 博重 

委員 （一社）新潟県建設業協会 事業部第一部長 八幡 泰市 

委員 （一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部 技術部会長 横山 徹成 

委員 新潟大学工学部建設学科 准教授 斎藤 豪 

委員 長岡工業高等専門学校環境都市工学科 准教授 宮嵜 靖大 

委員 長岡技術科学大学環境・建設系 教授 大塚 悟 

委員 長岡技術科学大学環境・建設系 准教授 宮下 剛 

委員 前長岡技術科学大学環境・建設系 助教 田中 泰司 

 



 

１．５協議会・幹事会の議事録 

平成 26年度第 1回インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

 

開催日時 平成 26年 6月 26日（木）13：00～15：00 

場所 国土交通省北陸地方整備局会議室 

出席者 (1)協議会委員 

丸山久一名誉教授、小口浩氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長）、高橋

猛氏（新潟県土木部長）、大花博重氏（新潟市土木部長代理）、本間達郎氏

（（一社）新潟県建設業協会会長）、寺本邦一氏（（一社）建設コンサルタン

ツ協会北陸支部支部長）、井林康准教授（長岡工業高等専門学校環境都市工

学科）、大塚悟教授（計 8名） 

(2)オブザーバー 

大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所）、南波宏明氏（新

潟県土木部監理課企画調調整室）、神田光行氏（新潟市土木部土木総務課）、

八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会）、横山徹成氏（（一社）建設コンサ

ルタンツ協会北陸支部）、宮下剛准教授、田中泰司助教（計 7名） 

（参加者合計 15名） 

議事録 1.前回の議事録案を承認した。 

2.講習会試行案の検討 

・講習会施行案について了承した。 

・講習会施行は、9月 19日(金)、26日(金)、10月 3日(金)、10日(金)、

17日(金)[審査]とする。 

・講習会会場は北陸技術事務所会議室とし、定員は 20名とする。 

・インフラ再生技術者育成新潟地域協議会のホームページを整備し、講習

会の案内を公示する。 

3.修了認定方法の検討 

・講習会では毎回レポートを提出する。レポートは座学・現場の講義内容

から出題し、回答する形式とする。 

・修了審査は毎回のレポートから 5問程度出題し、その後に面談を行う。 

・修了者に「ＭＥ新潟（構造）」および「ＭＥ新潟（防災）」を認定する。 

4.今後の予定を確認した。 

 

 

  



 

平成 26年度第 2回インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

 

開催日時 平成 26年 10月 24日（金）15：00～16：10 

場所 国土交通省北陸技術事務所会議室 

出席者 (1)協議会委員 

丸山久一特任教授、今野和則氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、

南波宏明氏（新潟県土木部長代理）、神田光行氏（新潟市土木部長代理）、

本間達郎氏（（一社）新潟県建設業協会会長）、寺本邦一氏（（一社）建設コ

ンサルタンツ協会北陸支部支部長）、斎藤豪准教授（新潟大学工学部建設学

科代理）、宮嵜靖大准教授（長岡工業高等専門学校環境都市工学科代理）、

大塚悟教授（計 9名） 

(2)オブザーバー 

大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所）、八幡泰市氏（（一

社）新潟県建設業協会）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北

陸支部）、宮下剛准教授（計 4名） 

(3)事務局 

小林博実技術員（計 1名） 

（参加者合計 14名） 

議事録 1.平成 26年度第 1回協議会議事録案を承認した。 

2.講習会実施報告 

・講習会の実施報告を行い、点検だけでなく診断についても視野に入れる

必要があるとの意見がでた。 

3.受講者の修了認定 

・筆記試験および口頭試験の結果を踏まえて全員合格とした。 

4.シンポジウム案を審議して了承した。 

5.今後の予定を確認した。 

6.その他 

・次年度春季講座の予算措置への対応について各機関への協力を依頼する

こととした。 

 

  



 

平成 26年度第 3回インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

 

開催日時 平成 27年 2月 6日（金）13：00～15：00 

場所 国土交通省北陸地方整備局災害対策室 

出席者 (1)協議会委員 

丸山久一特任教授、今野和則氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、

高橋猛氏（新潟県土木部長）、渡辺明徳氏（新潟市土木部長）本間達郎氏（（一

社）新潟県建設業協会会長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協

会北陸支部支部長代理）、大塚悟教授（計 7名） 

(2)オブザーバー 

大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所）、南波宏明氏（新

潟県土木部監理課企画調調整室）、神田光行氏（新潟市土木部土木総務課）、

八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会）、小林茂伸氏（（一財）新潟県建設

技術センター）、大林厚次氏（（一社）北陸地域づくり協会）、能登優一氏（（一

社）北陸地域づくり協会）、大谷政敬氏（（一社）新潟県地質調査業協会（公

社）日本技術士会北陸本部）（計 8名） 

(3)事務局 

小林博実技術員（計 1名） 

（参加者合計 16名） 

議事録 1.協議会の拡充について 

（一社）北陸地域づくり協会、（一財）新潟県建設技術センター、 

（一社）新潟県地質調査業協会、（公社）日本技術士会北陸本部の参加につ

いて承認した。 

2.第 2回協議会議事録案を承認した。 

3.第 1回ＭＥ養成講座シンポジウムについて報告した。 

4.コンソーシアムのカリキュラム検討について報告した。  

5.平成 27年度講習会のカリキュラム（案）を承認した。 

6.平成 27年度の予算案について審議した。 

7.2月 27日の名古屋でのコンソーシアムシンポジウムについて説明し、北

陸から 5名が参加することを報告し、今後の予定を確認した。 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 1回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 4月 17日（木）15：00～16：30 

場所 国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所会議室 

出席者 (1) 幹事会委員 

大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、棚橋元氏（新潟県

土木部監理課企画調整室長）、大花博重氏（新潟市土木部土木総務課長）、

横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部技術部会長）、斎藤

豪准教授（新潟大学工学部建設学科）、大塚悟教授、宮下剛准教授、田中泰

司助教（計 8名） 

(2)オブザーバー 

南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室）、神田光行氏（新潟市土木部

土木総務課）（計 2名） 

（参加者合計 10名） 

議事録 1.委員長の互選と協議会議事録案の確認  

・長岡技術科学大学の大塚委員を幹事長に選任した。 

・前回協議会の議事録案について確認した。 

・6 月前半までに新潟県の地域に根ざしたインフラ技術者育成のためのカ

リキュラム及び実施案を作成することとした。 

2.道路の老朽化対策に関する国土交通省の動き 

3.今後の予定と幹事会の進め方 

・6月間でのカリキュラム策定と 9月以降の講習会の実施を確認した。 

・講習会時にカリキュラムの内容に関するアンケートを実施しすることと

した。 

4.育成カリキュラムの内容について 

・現状のプログラム案について説明し、次回までに各委員からの意見を聴

取して、次回幹事会で取りまとめることとした。 

5.育成プログラム審査委員会規則について 

・次回幹事会で審査することとした。 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 2回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 5月 21日（水）15：00～16：30 

場所 長岡技術科学大学環境・建設系ゼミナール室  

出席者 (1) 幹事会委員 

丸山久一名誉教授（協議会委員）、大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局

企画部長代理）、棚橋元氏（新潟県土木部監理課企画調整室長）、大花博重

氏（新潟市土木部土木総務課長）、八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会

事業部第一部長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部

技術部会長）、宮嵜靖大准教授（長岡工業高等専門学校環境都市工学科）、

大塚悟教授（計 8名） 

(2)オブザーバー 

南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室）、神田光行氏（新潟市土木部

土木総務課）、青木崇光氏（国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所）（計

3名） 

（参加者合計 11名） 

議事録 1.国・県の技術者教育の動向 

2.カリキュラムの審議 

・カリキュラムについては原案が認められ、次回までに講師の選定を行い、

関係機関に協力を依頼することとした。 

・インフラの健全性の判定が出来るレベルを確保することを目的とするが、

座学と現場研修の融合を図る。座学によるメカニズムの把握と知識に基づ

く点検技術の履修を目指す。 

・現場実習ではレポート提出を課すこととする。 

・最終試験を実施する方針とする。方法については次回の幹事会で検討す

る。 

・講習会は毎週金曜日に実施し、9月中旬～10月中旬に実施する。 

3.審査委員会の進め方 

・次回の幹事会で検討する 

4.今後の予定を確認した。 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 3回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 6月 13日（金）15：00～16：30 

場所 国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所会議室 

出席者 (1) 幹事会委員 

大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、棚橋元氏（新潟県

土木部監理課企画調整室長）、八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会事業

部第一部長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部技術

部会長）、大塚悟教授、田中泰司助教（計 6名） 

(2)オブザーバー 

南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室）（計 1名） 

（参加者合計 7名） 

議事録 1.平成 26年度第 2回幹事会議事録案を承認した。 

2.講習会試行案 

・講習会カリキュラムについては原案を了承し、講師案を作成した。 

・点検マニュアルについては新潟県版を利用する。 

・配布資料は点検マニュアル、追加資料、講師のＰＰＴを配布する。 

3.審査委員会の進め方 

・講習会の修了認定に関する審査方法について審議した。 

・講習会では毎回レポートを提出する。レポートは座学・フィールドの講

義内容から 10問程度出題し、回答する形式とする。 

・修了審査は毎回のレポートから 5問程度出題する。その後に面談を実施

する。 

・修了者に「ＭＥ新潟（仮称）」を認定する。 

4.今後の予定を確認した。 

 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 4回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 7月 24日（木）13：00～14：30 

場所 長岡技術科学大学環境・建設系会議室 

出席者 (1) 幹事会委員 

丸山久一名誉教授（協議会委員）、大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局

企画部長代理）、南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室長代理）、神

田光行氏（新潟市土木部土木総務課長代理）、八幡泰市氏（（一社）新潟県

建設業協会事業部第一部長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協

会北陸支部技術部会長）、斎藤豪准教授（新潟大学工学部建設学科）、大塚

悟教授、宮下剛准教授 

（参加者合計 9名） 

議事録 1.平成 26年度第 1回協議会議事録を確認した。 

2.平成 26年度第 3回幹事会議事録案を承認した。 

・今後の日程を審議した。 

3.講習会の内容検討 

・座学に関する講座内容と現場見学の内容について確認した。 

・受講応募用紙、申込用紙の形式を確認した。 

4.講習会の課題 

・資格認定について意見交換をした。 

 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 5回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 10月 24日（金）13：00～14：45 

場所 国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所会議室 

出席者 (1) 幹事会委員 

丸山久一特任教授（協議会委員）、大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局

企画部長代理）、南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室長代理）、神

田光行氏（新潟市土木部土木総務課長代理）、八幡泰市氏（（一社）新潟県

建設業協会事業部第一部長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協

会北陸支部技術部会長）、斎藤豪准教授（新潟大学工学部建設学科）宮嵜靖

大准教授（新潟大学工学部建設学科）、大塚悟教授、宮下剛准教授（計 10

名） 

(2)事務局  

小林技術員（計 1名） 

（参加者合計 11名） 

議事録 1.平成 26年度第 4回幹事会議事録案を承認した。 

2.講習会の実施報告 

・募集人数については今後増やせないか意見があった。早い段階でＭＥ受

講生 500名を目指したい旨の意見があった。 

・応募期間がやや短いこと、応募の周知不足、選抜方針（若い人優先）の

周知、について課題があるとの指摘があった。 

・受講生の年齢構成については将来ビジョンが必要であるとの意見があっ

た。 

3.受講生の修了認定 

・受講生の修了認定の合否については、筆記試験及び口頭試験の結果を踏

まえて全員合格する案を協議会に提出することとした。 

4.受講生のアンケート調査結果の確認 

・実施内容は概ね受講生から高評価を得た。 

・資料や講習に関する意見は次回の幹事会で取りまとめて、次年度へフィ

ードバックすることとした。 

・産官学の協働が好評である。修了生の今後の活動をどう誘導するかが課

題である。 

5.講習会の反省点の確認 

・次回の幹事会で取りまとめることとした。 

6.シンポジウム案を審議した。 

7.今後の予定を確認した。 



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 6回幹事会 

 

開催日時 平成 26年 11月 18日（火）15：00～17：00 

場所 長岡技術科学大学環境・建設系会議室 

出席者 (1) 幹事会委員 

丸山久一特任教授、大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、

南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室長代理）、大花博重氏（新潟市

土木部土木総務課長）、八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会事業部第一

部長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部技術部会長）、

斎藤豪准教授（新潟大学工学部建設学科）、大塚悟教授、宮下剛准教授、田

中泰司助教（計 10名） 

(2)オブザーバー 

神田光行氏（新潟市土木部土木総務課）（計 1名） 

(3)事務局 

小林技術員、清野事務員（計２名） 

（参加者合計 11名） 

議事録 1.平成 26年度第 2回協議会議事録案を確認した。 

2.平成 26年度第 5回幹事会議事録案を承認した。 

3.講習会のアンケート結果報告 

・来年度の講習会は定員を 40名に増やし、構造コースにおいては全体的に

日数が少ないとの意見があったので、今年度の 4週から 2週増やして 6週

間とする。 

4.講習会の評価 

・協議会、幹事会、事務局の全体図を作りこの組織がどのように動いてい

るかを明確にすることとした。全体図は協会ＨＰに掲載する。 

・現場実習では、事前に班分けを行い実習やグループ討議を行うこととし

た。 

5.平成 27年度の講習会のカリキュラム案について確認した。 

6.講習会の課題と将来展望について 

・次年度の春季講座防災コースの予算措置について検討した。 

7.今後の予定を確認した。 

 

 

 

  



 

平成 26年度インフラ再生技術者育成新潟地域協議会第 7回幹事会 

 

開催日時 平成 27年 1月 22日（木）13：00～15：00 

場所 国土交通省北陸地方整備局北陸技術事務所会議室 

出席者 (1)幹事会委員 

丸山久一特任教授、大矢真二氏（国土交通省北陸地方整備局企画部長代理）、

棚橋元氏（新潟県土木部監理課企画調整室長）、神田光行氏（新潟市土木部

土木総務課長代理）、八幡泰市氏（（一社）新潟県建設業協会事業部第一部

長）、横山徹成氏（（一社）建設コンサルタンツ協会北陸支部技術部会長）、

大塚悟教授（計 7名） 

(2)オブザーバー 

南波宏明氏（新潟県土木部監理課企画調整室）（計 1名） 

(3)事務局 

小林技術員（計 1名） 

（参加者合計 9名） 

議事録 1.平成 26年度第 6回幹事会議事録案を承認した。 

2.第 1回ＭＥ養成講座シンポジウムについて報告した。  

3.コンソーシアムのカリキュラム検討について報告した。  

4.平成 27年度講習会のカリキュラムについて 

・防災コース（5/15、5/22、5/29、6/5、6/12、6/26） 

・構造コース（8/28、9/4、9/11、9/18、9/25、10/2、10/16） 

・平成 27年度の防災コースは平成 26年度の構造コース受講生を対象に実

施することとし、公募はしないこととした。 

・平成 27年度の構造コースは防災コースとセットであることを明記して公

募することとした。 

5.平成 27年度の予算案について審議した。 

6.協議会・幹事会の拡充について説明があり、合意した。 

7.今後の予定を確認した。 

 

 

 



２．ME新潟（構造）コース

２．１カリキュラム

開催日
１限

（9：00～9：50）
２限

（10：00～10：50）
３限

（11：00～11：50）
４限

（13：00～13：50）
５限

（14：00～14：50）
６限

（15：00～15：50）
７限

（16：00～16：50）

ガイダンス
北陸地方の社会
基盤構造物（総

論）

北陸地方の
道路構造物の現

状

道路付属物の
点検概要

長岡技術科学大学
大塚　悟

長岡技術科学大学
丸山久一

北陸技術事務所総
括技術情報管理官

大矢真二

（一社）建コン北陸
支部エヌシーイー
(株)　日下部俊夫

アセットマネジメン
トによる橋梁の維

持管理

トンネルの
維持管理

トンネルの
点検概論

(株)アイ・エス・エス
丸山明

（一社）建コン北陸
支部(株)建設技術
センター松村勉

（一社）建コン北陸
支部(株)建設技術
センター松村勉

コンクリート橋とは
コンクリート構造
物の維持管理

コンクリート橋の
点検概論

（一社）プレストレスト・
コンクリート建設業協
会川田建設（株）柳原

英克

長岡技術科学大学
田中泰司

北陸技術事務所維
持管理技術課長

林正樹

鋼橋とは
鋼構造物の
維持管理

鋼橋の
点検概論

（一社）日本橋梁建
設協会（株）横河ブ
リッジ掘井滋則

長岡技術科学大学
宮下　剛

北陸技術事務所維
持管理技術課長

林正樹

講習延時間数 ２８時間

試験
10/17

筆記修了試験

２．２講義・実習担当の構成

大塚　悟 長岡技術科学大学　工学部　環境・建設系　教授

丸山　久一 長岡技術科学大学　特任教授　コンクリート工学

大矢　真二 北陸地方整備局　北陸技術事務所　総括技術情報管理官

日下部　俊夫 エヌシーイー株式会社　道路保全部　技師長

日下部　俊夫 エヌシーイー株式会社　道路保全部　技師長

丸山　明 株式会社アイ・エス・エス　代表取締役

松村　勉 株式会社建設技術センター　技術本部　取締役　技術部長

松村　勉 株式会社建設技術センター　技術本部　取締役　技術部長

松村　勉 株式会社建設技術センター　技術本部　取締役　技術部長

柳原　英克 川田建設株式会社　北陸支店　技術企画室　部長

田中　泰司 長岡技術科学大学　工学部　環境・建設系　助教

林　正樹 北陸地方整備局　北陸技術事務所　維持管理技術課長

近藤　治 開発技建株式会社　取締役　構造部統括部長

井林　康 長岡工業高等専門学校　環境都市工学科　准教授

掘井　滋則 株式会社横河ブリッジ　設計センター　設計第一部長

宮下　剛 長岡技術科学大学　工学部　環境・建設系　准教授

林　正樹 北陸地方整備局　北陸技術事務所　維持管理技術課長

近藤　治 開発技建株式会社　取締役　構造部統括部長

2週目
9/26

アセットマネジメントによる橋梁の維持管理

トンネルの維持管理

トンネルの点検概論

現場実習（トンネル）
国道４９号揚川トンネル

4週目
10/10

鋼橋とは

鋼構造物の維持管理

鋼橋の点検概論

現場実習（鋼橋）
国道７号新々バイパス阿賀野川大橋

3週目
10/3

コンクリート橋とは

コンクリート構造物の維持管理

コンクリート橋の点検概論

現場実習（コンクリート橋）
国道８号新潟バイパス桜木ＩＣ橋

現場実習（函渠・道路標識・照明灯）
国道７号新々バイパス大夫興野インター周辺

面接試験

日時 講義名 講師氏名 役職

1週目
9/19

ガイダンス

北陸地方の社会基盤構造物（総論）

北陸地方の道路構造物の現状

道路付属物の点検概要

3週目
10/3

現場実習（コンクリート橋）国道８号桜木ＩＣ橋

国土交通省・（一社）建コン北陸支部開発技建(株)近藤治・長岡高専井林
先生

4週目
10/10

現場実習（鋼橋）国道７号阿賀野川大橋

国土交通省・（一社）建コン北陸支部会開発技建(株)近藤治

1週目
9/19

現場実習（道路付属物　道路標識・照明灯）
豊栄の道の駅

国土交通省
（一社）建コン北陸支部エヌシーイー(株)日下部俊夫

2週目
9/26

現場実習（トンネル）国道４９号五十島トンネル

国土交通省・（一社）建コン北陸支部(株)建設技術センター松村勉



２．３実施報告

ME講座講義概要報告書

日時 9月19日　9：00～9：50 ガイダンス

講師名 大塚　悟

3 4

講

義

写

真

講義名

・ME養成講座の開催目的と特徴

・カリキュラムと進め方

・講座開催の背景と社会資本の現状

1 2

講
義
概
要

長岡技術科学大学
工学部　環境・建設系　教授



ME講座講義概要報告書

日時 10月3日　9：00～9：50 コンクリート橋とは

講師名 柳原　英克

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

川田建設株式会社　北陸支店
技術企画室 部長

講
義
概
要

・コンクリート構造物の基本

・コンクリート橋の分類と適用範囲

・プレストレスとは（プレテン・ポステンを例に）

・PC技術の変遷（桁とグラウト）



ME講座講義概要報告書

日時 10月3日　10：00～10：50 コンクリート構造物の維持管理

講師名 田中　泰司

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

長岡技術科学大学
　工学部　環境・建設系　助教

講
義
概
要

・劣化機構と変状現象（塩害とASR)

・耐久性設計とその対策方法

・補修・補強の具体事例の紹介



ME講座講義概要報告書

日時 10月3日　11：00～11：50 コンクリート橋の点検概論

講師名 林　正樹

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

北陸地方整備局　北陸技術事務所
　維持管理技術課長

講
義
概
要

・定期点検の位置づけ

・道路橋点検要領　適用範囲～点検手法～診断

・記録方法　記録にあたっての留意事項と写真撮影方法

・コンクリート橋点検の着目点

・コンクリート床版の点検着目点

・下部工の点検着目点

・コンクリート部材の三大損傷



ME講座講義概要報告書

日時 10月3日　13：00～16：50
現場実習（コンクリート橋）
国道８号新潟バイパス桜木ＩＣ橋

講師名
近藤　治
井林　康

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

開発技建株式会社　取締役　構造部統括部長
長岡工業高等専門学校　環境都市工学科准教授

講
義
概
要

・新潟バイパス桜木インター橋

・井林先生のタブレットによる簡易点検の実習

・主桁損傷状況の確認、点検（漏水を原因とするひび割れ）

・主桁のASRによる損傷の確認点検

・橋台たて壁のひび割れの点検、スケッチ

受講生点検結果と橋梁点検結果と整合の確認



ME講座講義概要報告書

日時 10月10日　9：00～9：50 鋼橋とは(鋼橋へのアプロ-チ)

講師名 掘井　滋則

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

株式会社横河ブリッジ
　設計センター　設計第一部長

講
義
概
要

・橋梁の歴史と発展

・橋梁の分類と形式(鋼橋を中心に)

・鋼橋の出来るまで(設計から架設まで)

・鋼橋の特徴(鋼橋のメリット)



ME講座講義概要報告書

日時 10月10日　10：00～10：50 鋼構造物の維持管理

講師名 宮下　剛

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

長岡技術科学大学
　工学部　環境・建設系　准教授

講
義
概
要

・鋼橋の損傷と補修

・損傷の種類と原因　(腐食と疲労を中心に)

・損傷部材の評価

・補修補強の具体的事例

・参考文献の紹介



ME講座講義概要報告書

日時 10月10日　11：00～11：50 鋼橋の点検概論

講師名 林　正樹

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

北陸地方整備局　北陸技術事務所
　維持管理技術課長

講
義
概
要

・道路橋点検要領について

・損傷の評価・判定

・鋼橋点検時の着目点

・点検調書の記入について



ME講座講義概要報告書

日時 10月10日　13：00～16：50
現場実習（鋼橋）
国道７号新々バイパス阿賀野川大
橋

講師名 近藤　治

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

開発技建株式会社
　取締役　構造部統括部長

講
義
概
要

・鋼橋の点検実習　(桁端部・支承・検査路・橋台、橋脚・床版)

・非破壊検査について(シュミットハンマ－・鉄筋探査・亀裂探査)

・受講生点検結果と橋梁点検結果と整合の確認



ME講座講義概要報告書

日時 9月19日　10：00～10：50 北陸地方の社会基盤構造物（総論）

講師名 丸山　久一

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

長岡技術科学大学
特任教授　コンクリート工学

講
義
概
要

・北陸地方の環境　地形・地質・気象

・社会基盤構造物の種類と現状

・構造物の維持管理　(劣化要因～維持管理・補修、補強)



ME講座講義概要報告書

日時 9月19日　11：00～11：50 北陸地方の道路構造物の現状

講師名 大矢　真二

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

北陸地方整備局　北陸技術事務所
総括技術情報管理官

講
義
概
要

・全国の道路。構造物の高齢化の現状

・地整、新潟県の構造物の高齢化の現状

・橋梁点検結果の解説

・予防保全への取組

・橋梁の3大損傷

・コンクリート構造物の耐久性



ME講座講義概要報告書

日時 9月19日　13：00～13：50 道路付属物の点検概要

講師名 日下部　俊夫

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

エヌシーイー株式会社
　道路保全部　技師長

講
義
概
要

・点検に関する技術基準体系

・付属物の点検概要　　(点検の基本～点検内容・点検記録方法)

・大型函渠の点検概要　(点検の基本～点検内容・点検記録方法～診断)

・点検時の安全管理



ME講座講義概要報告書

日時 9月19日　14：00～16：50

現場実習（函渠・道路標識・照明
灯）
国道７号新々バイパス大夫興野
インタ－周辺

講師名 日下部　俊夫

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

エヌシーイー株式会社
　道路保全部　技師長

講
義
概
要

・新々バイパス7-29函渠と大夫興野インター

・函渠の点検実習　(鉄筋露出・クラック・漏水の点検、判定区分)

・照明灯の点検実習・点検ポイント

・標識の点検実習・点検ポイント



ME講座講義概要報告書

日時 9月26日　9：00～9：50
アセットマネジメントによる橋梁
の維持管理

講師名 丸山　明

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

株式会社アイ・エス・エス　代表取締役

講
義
概
要

・アセットマネジメントとは

・橋梁長寿命化修繕計画の概要と課題



ME講座講義概要報告書

日時 9月26日　10：00～10：50 トンネルの維持管理

講師名 松村　勉

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

株式会社建設技術センター　技術本部
　取締役　技術部長

講
義
概
要

・トンネル維持管理の目的

・トンネル点検全般　点検・記録・健全性の判定

・最新の点検技術



ME講座講義概要報告書

日時 9月26日　11：00～11：50 トンネルの点検概論

講師名 松村　勉

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

株式会社建設技術センター　技術本部
　取締役　技術部長

講
義
概
要

・点検の種類、手順

・資機材、体制

・具体の点検項目、箇所

・在来工法とNATM工法の違い

・点検時の留意事項



ME講座講義概要報告書

日時 9月26日　13：00～16：50
現場実習（トンネル）
国道４９号揚川トンネル

講師名 松村　勉

講

義

写

真

1 2

3 4

講義名

株式会社建設技術センター　技術本部
　取締役　技術部長

講
義
概
要

・旧４９号揚川トンネル（廃トンネル）

・坑門のASRの確認、点検

・コールドジョイント発生箇所の点検

・漏水箇所の原因推定

・損傷状況のスケッチ



受講生属性　集計

２
．
４
受
講
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 
国 県 市・町

建設
業者

建設
コンサル

その他

1 4 4 4 4 0

6% 24% 24% 24% 24% 0%

5年未満
5年～
10年

10年～
20年

20年以上 無し 維持管理業務 現場点検業務 補修等設計業務 その他

6 5 2 0 4 9 4 3

35% 29% 12% 0% 24% 53% 24% 18%

25歳以下 ～30歳 ～35歳 ～40歳 ～45歳 ～50歳 男性 女性

1 2 4 4 5 1 15 2

6% 12% 24% 24% 29% 6% 88% 12%

土木施工管理技
士

技術士 技術士補
コンクリート診断

士
RCCM その他 道路橋点検士

コンクリート主任技
士

2級土木技術者 JABEE
一級造園施工管理

技士

11 0 5 2 1 2 1 1 1 1 1

65% 0% 29% 12% 6% 12% 6% 6% 6% 6% 6%

地域に貢献する
為

仕事に役立ちそう
だったから

自己啓発の為 会社からの指示 無料だったから

3 12 4 9 2

18% 71% 24% 53% 12%

1万円まで 3万円まで 5万円まで 10万円まで 10万円以上

5 10 2 0 0

29% 59% 12% 0% 0%

1 所属

2

経験年数
（構造物維持管理・
点検等の業務）

3 年齢

・無料だと助かります
・資格が取れない又は資格の更新に必要でないものに対し企業はお金を出しにく
いと思います

意見

4
所有資格

（複数回答有）

5
受講動機

（複数回答有）

6

受講料を払うとしたら
いくらまで払えますか？
（全4回・28時間）



平成26年度　ME講座 ９月１９日～１０月１７日 ４日間 受講生　20名

長
い

や
や
長
い

適
当

や
や
短
い

短
い

で
き
な
か

っ

た

や
や
で
き
な

か

っ
た

や
や
で
き
た

で
き
た

非
常
に
で
き

た

参
考
に
な
ら

な
か

っ
た

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

一
部
参
考
に

な

っ
た

参
考
に
な

っ

た

非
常
に
参
考

に
な

っ
た

0 1 16 0 0 0 0 2 13 2 0 0 4 12 1

0% 6% 94% 0% 0% 0% 0% 12% 76% 12% 0% 0% 24% 71% 6%

0 0 14 3 0 0 0 3 12 2 0 1 3 11 2

0% 0% 82% 18% 0% 0% 0% 18% 71% 12% 0% 6% 18% 65% 12%

0 1 13 3 0 0 0 2 14 1 0 0 4 11 2

0% 6% 76% 18% 0% 0% 0% 12% 82% 6% 0% 0% 24% 65% 12%

0 0 12 5 0 0 0 5 11 1 0 0 3 13 1

0% 0% 71% 29% 0% 0% 0% 29% 65% 6% 0% 0% 18% 76% 6%

0 0 6 6 5 0 3 7 7 0 0 0 4 12 1

0% 0% 35% 35% 29% 0% 18% 41% 41% 0% 0% 0% 24% 71% 6%

0 0 14 3 0 0 2 5 9 1 0 1 4 11 1

0% 0% 82% 18% 0% 0% 12% 29% 53% 6% 0% 6% 24% 65% 6%

0 0 15 2 0 0 1 6 8 2 0 1 5 9 2

0% 0% 88% 12% 0% 0% 6% 35% 47% 12% 0% 6% 29% 53% 12%

0 1 15 1 0 0 0 4 12 1 0 0 6 9 2

0% 6% 88% 6% 0% 0% 0% 24% 71% 6% 0% 0% 35% 53% 12%

道路付属物の点検
概要

・付属物点検の概要がわかりとても参考
になった
・初見だったため、ためになった
・点検のポイントをわかりやすく説明して
頂いた

・時間の都合上やむを得ないが深く知り
たかった
・アセットマネジメントについてもっと詳し
く聞きたい
・アセットマネジメントについてもう少し詳
しい話を聞きたかった
・時間が短かった

・とてもわかりやすく、今後の業務の参考
となった
・内容から長時間になる講座内容となる
が、50分と限られた時間でコンパクトにま
とまっていた

コンクリート橋とは 柳原英克

大矢真二 1

日下部俊夫 1

1

北陸地方の道路構
造物の現状

丸山明 3

アセットマネジメント
に

よる橋梁の維持管
理

トンネルの維持管理 松村勉 1

トンネルの点検概論 松村勉

ガイダンス

北陸地方の社会基
盤

構造物（総論）
丸山久一

講　座　ア　ン　ケ　ー　ト　（Ⅰ）

A：講義時間

講義名 講師名 時間

C：講義の参考度B：講義の理解度

改善して欲しい点良かった点

・ME研修の意義・目的がよくわかり、研
修を受講する上での心構えを持つことが
出来た

・北陸の現状を知ることができ、とても参
考になった

・総論なのでもう少し長く詳しくでもよいと
思った

大塚　悟 1

1

・直轄だけでなく市町村の現状がわかり
参考になった
・現状把握はできた

・鉄道橋の建設状況があると良かった
・鉄道橋は高度成長期前にもピークがあ
る

・トンネル点検概論と重複しているところ
が多く、わかりにくかった

1
・ほとんどPCの話ですでに知っている事
ばかりであまり参考にならなかった

・コンクリート橋の型式など、基礎的な事
もわかり、参考になった

・トンネル点検の概要・着目点がわかり、
参考になった
・トンネル点検のポイントをわかりやすく
示していただいた

・トンネルの施工工法等、維持管理以外
もわかり参考となった
・トンネルに関する知識があまりなかった
ので内容的に良かったと思う

・もう少し時間を取ってほしかったです
・トンネル点検概論と重複しているところ
が多く、わかりにくかった
・補修事例などが紹介して頂ければよ
かった



平成26年度　ME講座 ９月１９日～１０月１７日 ４日間 受講生　20名

長
い

や
や
長
い

適
当

や
や
短
い
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い

で
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や
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参
考
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ど
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ら
と
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い
え
な
い

一
部
参
考
に

な

っ
た

参
考
に
な

っ

た

非
常
に
参
考

に
な

っ
た

講　座　ア　ン　ケ　ー　ト　（Ⅰ）

A：講義時間

講義名 講師名 時間

C：講義の参考度B：講義の理解度

改善して欲しい点良かった点

0 0 8 8 1 0 0 4 11 2 0 0 3 8 6

0% 0% 47% 47% 6% 0% 0% 24% 65% 12% 0% 0% 18% 47% 35%

0 1 15 1 0 0 0 8 8 1 0 0 5 11 1

0% 6% 88% 6% 0% 0% 0% 47% 47% 6% 0% 0% 29% 65% 6%

0 0 14 3 0 0 0 5 10 2 0 0 4 11 2

0% 0% 82% 18% 0% 0% 0% 29% 59% 12% 0% 0% 24% 65% 12%

0 0 9 7 1 0 3 7 6 1 0 1 2 12 2

0% 0% 53% 41% 6% 0% 18% 41% 35% 6% 0% 6% 12% 71% 12%

0 1 15 1 0 0 0 6 10 1 0 0 4 13 0

0% 6% 88% 6% 0% 0% 0% 35% 59% 6% 0% 0% 24% 76% 0%

コンクリート橋の
点検概論

林正樹

堀井滋則鋼橋とは

・コンクリート橋と鋼橋に分ける必要があ
るとは思えない

・コンクリート橋と鋼橋に分ける必要があ
るとは思えない

・鋼構造物の損傷のメカニズムがよくわ
かり、参考になった
・損傷事例、補修事例をわかりやすく紹
介して頂いたのがよかった
・損傷のメカニズムをわかりやすく解説し
て頂いた

・難しい内容に加え、テキストが文字ば
かりと、今後の業務でテキストが使いづ
らい

・鋼橋の損傷部分が写真で良くわかり、
参考になった
・写真が多く、わかりやすい
・鋼橋の点検のポイントをわかりやすく示
していただいた

・点検について実際の損傷区分が写真
でよくわかり、参考になった
・点検のポイントをわかりやすく示してい
ただいた

・橋の種類ごとに点検で注意する箇所、
補修・複強事例を示していただければよ
かった

・鋼橋の架設法・形式がよくわかり、参考
になった
・コンパクトにまとまっており、理解しやす
かった
・実在する橋で橋の種類、特徴を示した
のはわかりやすかった

3

1

田中泰司

鋼橋の点検概論 林正樹

1

1

鋼構造物の維持管
理

宮下　剛

コンクリート構造物
の

維持管理
3

・具体的な補修法・利点がよくわかり参
考になった
・損傷事例、補修事例を示していただい
てわかりやすかった
・損傷のメカニズムをわかりやすく解説し
て頂いた



平成26年度　ME講座 ９月１９日～１０月１７日 ４日間 受講生　20名
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講　座　ア　ン　ケ　ー　ト　（Ⅰ）

A：講義時間

講義名 講師名 時間

C：講義の参考度B：講義の理解度

改善して欲しい点良かった点

0 0 13 4 0 0 0 4 11 2 0 0 2 9 6

0% 0% 76% 24% 0% 0% 0% 24% 65% 12% 0% 0% 12% 53% 35%

0 2 14 1 0 0 0 6 8 3 0 1 2 9 5

0% 12% 82% 6% 0% 0% 0% 35% 47% 18% 0% 6% 12% 53% 29%

0 0 15 2 0 0 0 4 10 3 0 0 1 9 7

0% 0% 88% 12% 0% 0% 0% 24% 59% 18% 0% 0% 6% 53% 41%

0 0 4 12 1 0 0 6 8 3 0 0 2 10 5

0% 0% 24% 71% 6% 0% 0% 35% 47% 18% 0% 0% 12% 59% 29%

・少し時間が短かった

・座学に対して現場のフィードバックが図
れた点
・タブレットを使用したり、高所を使用した
りできてよかった
・桁端部は損傷が出やすいことがわかっ
た
・タブレット端末を使用した点検ができて
よかった
・実際に不具合が生じているところが確
認できて、ありがたかった。講師の方の
解説が詳しくてよかった
・タブレットを使用した診断を体験するこ
とができた
・近藤さんの丁寧な講義は非常にわかり
やすかったです

・点検だけではなく、調査についても実施
できた点
・箱桁の中に入ることが出来たのでとて
も良い経験になった
・桁端部は損傷が出やすいことがわかっ
た
・非破壊試験機の体験ができ、今後の業
務に活かすことが出来た
・非破壊検査を体験できてよかった
・実際に不具合が生じているところが確
認できて、ありがたかった。講師の方の
解説が詳しくてよかった

3

日下部俊夫

現場実習
（函渠・道路標識・照

明灯）
国道７号新々バイパ

ス
大夫興野インタ－周

辺

松村勉

近藤治

現場実習
（コンクリート橋）

国道８号新潟バイパ
ス

桜木ＩＣ橋

近藤治・井林康

・実際の点検業者の指導を受けたかった
・供用しているTNの点検の様子も見た
かった
・損傷図が小さい

・実施施設では、点検個所が明確に見ら
れた点、叩き落としなど自由に行動でき
た点が良かった
・旧道のトンネルだったため、色々な箇
所を見れてよかった
・トンネルの点検を体験することが出来
た
・使用していないトンネルで安全に実習
できたのはよかった
・実際に不具合が生じているところが確
認できて、ありがたかった。講師の方の
解説が詳しくてよかった
・コンクリートの「うき」の部分を実際に叩
くこと

・もっとさまざまな箇所の付属物の点検を
見たかった

・変状箇所が見られ、座学で受けた事の
フィードバックを図れた点。
・実際に供用している国道での点検で
あったため、とても参考になった
・付属物の点検の注意等知ることが出来
た
・実際に不具合が生じているところが確
認できて、ありがたかった。講師の方の
解説が詳しくてよかった

1

現場実習（鋼橋）
国道７号

新々バイパス
阿賀野川大橋

現場実習（トンネル）
国道４９号
揚川トンネル

1

1

・もっとさまざまな箇所の付属物の点検を
見たかった損傷している鋼橋を見たかっ
た
・少し時間が短かった



ＭＥ養成講座アンケート 意見・感想  

 

座学講座全般の意見・感想 

・盛りだくさんでしたが、どの講義も非常にためになりました 

・現場実習前に変状や変状の原因を良く確認できた。資料も変状がわかる写真が多く使わ

れていたため参考になった。 

・4回という限られた時間のため、やむを得ないが全体的に時間が短いように感じた。現場

実習もあわせて、研修日数を増やしてはどうか。 

・講義時間は適度であった 

・点検概論では同じ内容の説明が多く感じた 

・全ての講義において、ピンポイントな説明であるため、わかりやすい。ただし、専門性

が高い講座もあるため、短時間内での理解は困難な点もある。 

・全体的に中身の濃いものが多く、講義時間だけでは少ない気がした 

・内容によっては 50分で足りないものもあったため、時間割の見直しを行ったほうが良い

と思う 

・損傷のメカニズムも大切であるが、どのような状態・損傷が危険なのか、それとも経過

観察なのかという「現場判断力」を養う講座を増やしたほうが良い 

・全体的に講義時間が短い為、表面的な内容となっているような気がする。もっと深いと

ころまでの講義が必要なのでは？それとも、各自でもっと勉強するべきなのか？ 

・「ガイダンス」、「北陸地方の社会基盤構造物（総論）」、「北陸地方の道路構造物の現状」

と内容が重なっており、構成を考える必要があると思う 

・全体的に点検が中心であり、補修、補強事例も紹介してくれる講義が少ないと思う。点

検だけやって終わりではない。補修・補強を手掛けているゼネコンさんの苦労話など聞

くのも良いと思う 

・内容が深く、他機関での同様の研修より参考になりました。週 1 回ペースもよかったと

思います。 

・A3中綴じの資料は開きにくいです 

・講義時間が長く感じることがなく、興味を持てる講義でした 

・全体を通して非常にわかりやすい講座だった 

・経験や学習が必要な１、２限の講座はもう少し時間がほしい 

  

  



現場実習全般の意見・感想 

・現場実習の対象施設にさまざまな変状が見られ、点検の着目点をよく確認でき、変状に

対して原因や措置について解説もあったため、一連の維持管理について理解を深めるこ

とが出来た 

・スケッチ用紙は片面印刷が良かった 

・実際の現場で実際に点検を行っている業者の視点に立ち、指導を受けることができてよ

かった。 

・コンクリート橋、トンネルは壊した後の応急処理（防錆剤？）までしてほしい 

・付属物及びトンネルの損傷は初見だったため、ためになった 

・座学で学んだ知識を現場体験により、損傷のポイント等を再度確認することができ、今

後の業務等に役立てることができる。 

・各構造物を実際に現場にて実習する形式はとても勉強となった 

・橋に特化した現場実習なども行ってほしい 

・点検調書の書き方の講習を受講してから現場に行くといいと思う 

・調書作成を課題（レポート）にするといいと思う 

・国道における現状をふまえての実習なので非常に参考になった。 

・点検者による考察が結果として教えてもらったが、それをふまえ管理者（国）としてど

のようにうけとめ、対応しているのかも教えてもらえれば尚参考になると思った。 

・現場での実習はとてもよかった。いくら知識があっても、現場で活かせないのでは意味

がない（建設業としては）。 

・現場実習があったのは良かった 

・可能であれば、補修・補強工事も実施中の現場見学があればよかった 

・どの実習もたいへん参考になりました。と同時に直轄事業のすごさを感じました 

・普段いくことができない場所で実習ができ、貴重な体験をすることができました。 

・診断のプロの方から座学では理解しづらい箇所を丁寧に教えて頂き、勉強になりました 

・施工方法に起因する損傷も多いことから、施工に関する講義も実施したほうが良い 

・午前中の講座からの流れで午後の実習は非常に理解しやすかった。 

・現物を確認することでより理解度は深まった（全項目） 

 

 

  



養成講座全般の意見・感想（１） 

・非常にためになりました。ありがとうございました。この MEの取組が一過性のものでな

く、継続した取組になれば幸いです。 

・養成講座では座学を受けたことを現場実習で確認することが出来たため、点検等メンテ

ナンスサイクルについてよく理解することができた 

・メンテナンスサイクルの構築についても講義があればよかった（増加する維持管理業務

に対する事業費や人員の対応など）。 

・業務を行ううえでとても参考になることが多く、参加できてよかったと思う。 

・全体的に日数が少ないように感じたので短期間でなく長期間での研修にして頂きたい 

・毎週の課題について、翌週に解答を頂けるといいと思った。 

・メンテナンスエキスパートとして、国、県、市町村、建設会社、建設コンサル等が集ま

り、学べたことがよかった。このような講座はないため、今後も実施してほしい。 

・要望としては、課題の問題数が多いので減らしてほしい 

・発注者や先生方との懇談会はなかなかないため、今後も続けてほしい 

・午前中に座学、午後に現場とバランスのとれた研修であった 

・市町村職員にとっては、橋（それも小橋梁）の講義などあるとありがたい。管理橋梁の 9

割は 15ｍ未満のため、ポイントを押さえて学習したい 

・アンケートは初日に渡したほうが良い 

・グループ討議、課題もあると良いと思う 

・計 4日間では講座の目的を鑑みると短いのでは。 

・講義、実習内容はよく理解できた。どうしてもかもしれないが重複している部分が多く

あったので、調整して頂ければより良いと思った 

・交流については最初に自己紹介程度ないと顔と名前も一致しないのでお願いしたいです。

懇親会はよかったと思う。 

・秋の季節の 5日間はとても厳しい（雪が降る前の現場の追い込み） 

・レポートは毎年少しずつ内容を変えて出すこととし、回答（もしくは添削）をして頂き

たい。あとレポートの文字数が少なすぎる 

・座学、現場、ともに点検が中心だったように感じた。もっと補修、補強の事例を学ぶ時

間があってもよいと思う。 

・こういう講座が無料で受講できるのは大変いいことだと思う。資格化に向けて今後も取

組を続けてもらいたい 

・課題の回答を示してほしかった 

・磁粉探傷、中性化試験、塩分含有量試験、ASR調査や各種非破壊試験について学ぶ時間が

あっても良いと思う 

 

 



養成講座全般の意見・感想（２） 

・今後の業務の参考になりました。今後、機械を要せず近接目視による点検が出来る構造物

は直営による点検にシフトしていくと思われるので成果を活用したいと思います。 

・私はコンクリート診断士の資格を持っていても、本から得た知識のみでしたが、講義や実

習を通して理解を深めることができました。特に実習現場でのコンクリート構造物のクラ

ック判定方法や点検長所の諸元からの情報収集（推測）方法がためになりました。 

・最後に講義して頂いた先生方、実習に携わっていただいた多くの方々に感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。 

・この講座を受講し、北陸地方の現状、これからの維持管理について習ったことは自分のス

キルアップになった。これからが本番であり、経験や学習を積み重ね社会基盤の整備に寄

与していきたい 

 



２．５養成講座について各機関からのヒヤリング調査 

 

各機関の意見・感想 

・ＰＣ橋と鋼橋の「点検概要」については、重複する部分が多いため、ＰＣ橋の講義時間

を長くし、鋼橋に関する講義については時間を短縮する等カリキュラム・時間配分を見

直しする必要があります。 

・アセットマネジメントという俯瞰的なソフト面の話でしたので、出来ればカリキュラム

最後の方が理解されやすかったのではないかと思っています。 

・受講者のアセットマネジメントに対する理解度が事前に分かれば、話のポイントを絞れ

たかもしれません。 

・逆に、ポイントを絞らないのであれば、もう少し講義時間が必要かと思いました。 

・他のカリキュラム内容も事前に知っていれば、他と連動性ある話ができると思います。 

・研修生選択は、維持管理部門ご担当の若手から選択したほうがいい。 

・ＭＥ研修が実務者向けか一般論の周知によってテキストの内容が変わるため明確にする

こと。 

・研修生人員は会場・予算の都合もありましょうが、可能な限り多いほうが良い。 

・ＭＥ研修予算確保のため、参観費の徴収も考慮されては。 

・研修期間は週 1回ではなく、集中講座のほうがよろしいのでは。4日間連続各講義質疑応

答時間も確保。 

・準備段階で発生した不明点や確認事項等（機材の準備、資料の用意、現地での段取り等）

をどこに（誰に）問い合わせたら良いかがわかりにくく、苦慮しました。協議会の組織

がどのようになっていて、誰がどのような所拳で動いているのかを現場の講師にもお教

えいただく必要があると思います。 

 



平成27年度　ＭＥ新潟（防災）養成講座　　　(定員20名）

区分 予定日

区分

5月22日

区分

5月29日

区分

6月5日

区分

6月12日

　

試験 6月26日

1週目

3週目

舗装の維持管理
と点検概論

北陸技術事務所
維持管理課長

林　正樹

現場実習（舗装）　北技構内

国土交通省・(株)NIPPO

２限
（10：00～11：50）

8：30～11：00

バスで親不知へ（2時間30分）

11：00～15：30

現場実習（洞門・スノーシェッド）
国道8号親不知周辺

（一社）建設コン北陸支部
東京コンサルタンツ（株）トンネル・地質防災部

次長　黒埼　寿

(株)NIPPO紫竹工場

アスファルトプラント見学

4週目

5週目

2週目

水門・樋門の点検技
術、補修・補強方法

河川堤防の点検技
術、補修・補強方法

河川構造物の防災・維
持管理の概要

道路斜面・盛土・擁壁
の維持管理の概要

（公社）日本技術士会北陸本
部　(株)キタック　技師長　中
山　修

(一社）新潟県地質調査業
協会　(株)キタック専務取締

役
平野　吉彦

道路法面・盛土・擁壁の点検技術

(一社）新潟県地質調査業協会　応用地
質(株)新潟支店長　大曽根　啓介

１限
（9：00～9：50）

２限
（10：00～10：50）

３限
（11：00～11：50）

（公社）日本技術士会北陸本
部　(株)キタック　技師長　中
山　修

１限
（9：00～9：50）

２限
（10：00～11：50）

（公社）日本技術士会北陸本
部　(株)キタック　技師長　中
山　修

１限
（9：00～9：50）

面接試験

現場実習（河川構造物・堤防）信濃川下流河川事務所管内

（公社）日本技術士会北陸本部　(株)キタック 技術第一部長　佐藤　豊、　取締役技術第二部長　涌井　正樹
　　　(株)建設マネジメント北陸新潟支店次長　比企　政行

筆記修了試験

現地実習（国道７号　村上市大沢地区）

3限
（13：00～17：00）

講習延時間数 30時間

(一社）新潟県地質調査業協会　(株)キタック技術役　伊藤　克己
応用地質㈱新潟支店長　大曾根　啓介

４限
（13：00～17：00）

バスで新潟へ（2時間30分）

(公社）日本技術士会北陸本部
(株)キタック専務取締役　　平野　吉彦

新潟県の地形・地質・気象

4限
（15：40～17：00）

3限
（13：00～14：50）

15：30～18：00

１限
（9：00～9：50）

北陸の道路・河川災害の現状と危険度
評価手法の技術動向

２限
（10：00～11：50）

ガイダンス

長岡技術科学大学
大塚　悟教授

長岡技術科学大学
大塚　悟教授

5月15日（一社）建設コン北陸支部
東京コンサルタンツ（株）トンネル・地質防災

部次長　黒埼　寿

3限
（13：00～14：30）

北陸の道路雪氷災害と防災の現状

独立行政法人雪氷防災研究センタ－
センタ－長　上石勲

洞門・スノーシェッド点検概論

4限
（14：40～17：00）
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平成27年度　ＭＥ新潟（構造）養成講座　　　（定員40名）

区分 予定日

試験 10月16日

（一社）建コン北陸支部(株)建設技術センター
松村勉

面接試験

現場実習（トンネル）
国道４９号旧揚川トンネル

国土交通省
（一社）建コン北陸支部　建設技術センタ－松村勉

現場実習(新潟市管理・鋼橋)　　　橋梁未定

コンクリート構造物の維持管理

長岡技術科学大学
田中泰司

鋼構造物の
維持管理

長岡技術科学大学
宮下　剛

点検結果取りまとめ

北陸技術事務所
維持管理技術課長

林正樹

現場実習(国管理・PC橋)　　　桜木IC橋

(一社)建コン北陸支部　　　開発技建（株）近藤治

現場実習(新潟市管理・PC橋)
タブレット端末による点検　橋梁未定

長岡工業高等専門学校　　　井林康准教授

７限
（16：00～16：50）

1週目

北陸地方の社会
基盤構造物（総論）

道路付属物の
点検概要

現場実習（函渠・道路標識・照明灯）
国道７号新々バイパス大夫興野IC・桜木IC周辺

１限
（9：00～9：50）

２限
（10：00～10：50）

３限
（11：00～11：50）

４限
（13：00～13：50）

５限
（14：00～14：50）

６限
（15：00～15：50）

ガイダンス

長岡技術科学大学
大塚　悟

(一社)建コン北陸支部
開発技建（株）近藤治

トンネルの
維持管理と点検概論

8月28日
長岡技術科学大学

丸山久一

（一社）建コン北陸支部
エヌシーイー(株)

日下部俊夫

国土交通省
（一社）建コン北陸支部エヌシーイー(株)日下部俊夫

3週目 9月11日

2週目

北陸地方の
道路構造物の現状

9月4日
北陸技術事務所

総括技術情報管理官
大矢真二

鋼橋とは

（一社）日本橋梁建設協会
（株）横河ブリッジ堀井滋則

コンクリート橋とは

（一社）プレストレスト・コンク
リート建設業協会

川田建設（株）柳原英克

橋梁の点検概論

北陸技術事務所維持管理
技術課長
林正樹

9月18日

6週目

講習延時間数 42時間

筆記修了試験

4週目

5週目

10月2日

点検・診断の留意点

9月25日
(一社)建コン北陸支部
開発技建（株）近藤治

点検調書の記入方法
(鋼橋)

点検調書の記入方法
(PC橋)

グル－プ討議

(一社)建コン北陸支部
開発技建（株）近藤治

(一社)建コン北陸支部

点検結果取りまとめ グル－プ討議

現場実習（橋梁補修・補強現場）新潟国道事務所管内
橋梁の補修・補強工法

(一社)建コン北陸支部

(一社)建コン北陸支部　　　開発技建（株）近藤治

現場実習(国管理・鋼橋) 海老ヶ瀬IC橋

国土交通省
（一社）建コン北陸支部

(一社)建コン北陸支部
開発技建（株）近藤治

北陸技術事務所
維持管理技術課長

林正樹
(一社)建コン北陸支部　　　開発技建（株）近藤治

アセットマネジメントによる橋梁の維持管理

（株）アイ・エス・エス　　　　丸山　明



３．第 1回ＭＥ養成講座シンポジウム 

 

３．１シンポジウム概要 

 

日 時：平成 26年 11月 26日（水） 

会 場：興和ビル 10階 第 5会議室 

参加者数：100名 

 

１ 特別講演   

「これからの道路行政が目指すもの」近藤 淳 新潟国道事務所長 

・最後の警告の背景と内容 

・これからの道路行政が目指す４つのポイント 

・安全な高速道路 

・道路をかしこく使う 

・メンテナンス時代の到来 

・個性ある道の駅 

・萬代橋建設に関わった人々と維持管理 

 

２ 講演  

「地方におけるインフラ維持管理技術者育成の試み」沢田和秀 岐阜大学工学部教授 

・岐阜大 ME 養成の実施体制と特徴    

・ME の地域・職業別の現況 

・活動状況報告 

・社会的課題 

 

３ ME 養成講座 実施報告 

・大塚 悟 長岡技術科学大学教授 

        

４ ME 養成講座受講体験発表 

・開発技建(株)       丸山 敦史 

・新潟県村上地域振興局   鈴木 一義 

  

５  ME 養成講座 アンケート結果報告 

・大塚 悟 長岡技術科学大学教授 

  

６ 「今後の在り方について」ディスカッション  

・ 座長  丸山 久一 インフラ再生技術者育成新潟地域協議会長 

 

 (フロアの意見) 

・受講生人員を２０名から４０名に増やし、最終的には５００人を目指す 

・カリキュラムの見直し 構造については４週→６週へ 

・国土交通省の民間資格認定を目指す 

・一過性の講座としない。地域のことは地域で自立する。  

・岐阜大 ME の活動を支える要因は何か。 

・経年変化を視るのが重要 

・何かしらのインセンティブが有れば民間の参加を促すのでは 



７ 修了証書授与 

・受講生２０名に修了証書と修了証を丸山会長より授与 

 

参考１【シンポジウム参加者内訳】 

受講生            １７名 

建設業界           ２９名 

コンサル           ３２名 

地方公共団体         ３名 

富山県               ２名 

講師・事務局       １７名 

合   計         １００ 名 

 

参考２【取材マスコミ】 

・日本工業経済新聞社 新潟支局 

・北陸工業新聞社 新潟支局 

・日刊建設通信新聞社 新潟支局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シンポジウム全景(1) シンポジウム全景(2) 

丸山協議会長あいさつ 特別講演 近藤新潟国道事務所長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演 沢田岐阜大学教授 

第 1 期生 受講体験発表(2) 

新潟県土木部 鈴木一義 

『今後の在り方について』 

ディスカッション(1) 

『今後の在り方について』 

ディスカッション(2) 

第 1 期生 受講体験発表(1) 

開発技建(株) 丸山敦史 

講座実施報告・アンケート結果報告 

大塚長岡技術科学大学教授 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『今後の在り方について』 

ディスカッション(3) 

『今後の在り方について』 

ディスカッション(4) 

修了証書 授与 第 1 期受講生 17 名集合 

 



３．２講演資料 

（１）新潟国道事務所長 近藤淳氏 





 



 
  
３．２講演資料 
 
（２）岐阜大学 教授 沢田和秀 氏 

地方における 
 インフラ維持管理技術者育成の試み 

岐阜大学工学部附属 
インフラマネジメント技術研究センター 

                                          沢田和秀 

投資できる予算 
  災害対応の対症療法的予算を待つ？ 
  粛々と予防保全型維持管理を進める？ 
既存施設の量とそれぞれの施設の状態 
  地域の現状は？ 
  全国の現状は？ 
利用状況（地域の状況と周辺の状況） 
  地形・気候・人口・産業との関連は？ 
利用状況（これまでとこれから） 
  今後の地形・気候・人口・産業との関連は？ 
自然災害に対して？ 
  地震・集中豪雨など 
 ・地域の大切な情報を知っているのも活用できるのも地域の建設業界 

・災害時にもっとも重要なのは、地元建設業の初動 
・一市民としての意見・土木屋としての意思・団体の意味 

考えなければいけない課題は？ 

社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ）養成     

なぜ必要なのか？ ： 継続的人財育成 

しなければならないことの変化？ 

–高度技術による維持管理 

–機能保全→高機能化→新しい維持管理へ 

–自治体等土木職員と建設関連業界技術者が 

 「技術」という共通言語で対話できる 

– 「技術」でつながることによる維持管理技術レベルのス
パイラルアップ 

–地域に根付く町医者的な高度維持管理技術者の広域
ネットワーク  

土木技術者のスキルアップ 
人材育成事業は？     

• 行政（国土交通省）がやるべき事業では？ 

– 自治体等土木職員向けの研修等がほとんど 

– 受注者へは，コンプライアンス上難しい 

 

• 大学が協力すべき？ 

– 受発注の利害関係のない立場 

– 高度で専門的かつ平等なカリキュラム 

自治体等土木職員・建設関連業界技術者双方の人材を養成し 
   「安心・安全な県土構築」を通じて 
     「建設業界再生と地域活性化」を実現する！ 

ＭＥ養成の実施体制 

※ 岐阜 社会基盤研究所 

平成 14 年設立の産官学連携団体 

構成：岐阜大学 

（公財）岐阜県 建設研究 センター 
県 建設協会 等業界団体 

履修証明プログラム 

社会基盤メンテナンスエキスパート（ＭＥ） 
養成講座 

講師陣 ： 大学教員，行政職員，コンサルタント関係者， 

建設業関係者など 全国の一線級の講師 

岐阜大学 
インフラマネジメント技術研究センター 

履修証明の発行 
（ＭＥ認定試験受験資格） 

４週間の短期集中講座 

社会基盤メンテナンスエキスパート 
（ＭＥ）養成ユニット運営協議会 

構成：岐阜大学，岐阜県，国土交通省， 
岐阜 社会基盤 研究所 ※ 等 

・ＭＥレベル確保 

・ＭＥ認定試験 
・ＭＥ認定 

・ＭＥの活用 

・インフラ管理支援 
・地域との連携 

同窓会 ＭＥの会 
・技術力向上 

・ネットワーク形成 

・社会貢献 

ＭＥの輩出 

ＭＥ養成講座の特徴 

• 80コマ（１コマ90分）の集中講義 
– アセットマネジメント基礎科目（座学）     
– 社会基盤設計実務（演習主体）             
– 点検・施工・維持管理実習（フィールド実習主体） 

   

• 全国の著名な専門家による最高レベルの講義 
– 外部講師の招聘 

 

• すべての講義を受講してはじめて養成講座修了証が交付
され，ＭＥ認定試験の受験資格（履修証明）を得る 
 

• 自治体等土木職員と建設関連業界技術者が同じ講義を
一緒に受講する 

受講者の達成度を厳しく確認！ 



フィールド実習の様子 

自然斜面の実習箇所で岩盤接着工をみている 

フィールド実習の様子 

道路舗装のひび割れ調査 

ひび割れ調査には交通規制を伴なうため、大学構内の道
路で実施 

フィールド実習の様子 

トンネル点検のフィールド実習中。 

一般県道のトンネルを利用して実施 

フィールド実習の様子 

コンクリート橋に関するフィールド実習では、ドリルを用い
た中性化試験を実施 

岐阜県県土整備部の全面的な協力の下で工事許可も得ている 

講義風景（ＭＥと受講生の座談会） 

カリキュラムには含まれていないが， 

ＭＥ取得者とＭＥ養成講座受講生の座談会も実施 

ＭＥ認定試験（ＭＥユニット運営協議会） 
• 試験内容 

–論文試験 
• 社会基盤の整備・維持管理を計画・設計・施工/実施するに
あたって必要な知識や方策を確認する 

– プレゼンテーション試験 
• 論文試験の内容及び必要な知識や適用能力を確認する 

• 審査方法（試験の評価） 
–社会基盤ＭＥ養成ユニット運営協議会で承認 

  プレゼン試験の様子 
 
全ての講義を終え， 
認定試験（筆記とプレゼン） 
に合格すれば・・はれてＭＥ 



発注者・受注者などの関係によ
らない技術を核とした 
コミュニケーション 

高度な総合技術者によるネット
ワークの強み 

 
地域に根付く総合技術者 

ＭＥの現状 

愛知 
静岡 
三重 
長野 
滋賀 
東京 

他地域でも活躍中 

ＭＥ認定者の職業別割合 

建設業 

83 
34% 

コンサルタン

ト 
62 

25% 

県職員 

48 
20% 

市町村職員 

23 
9% 

国職員 

12 
5% 

団体職員 

15 
6% 

その他 

2 
1% 

建設業 

コンサルタント 

県職員 

市町村職員 

国職員 

団体職員 

その他 

県内企業におけるME保有企業 

業務区分 企業数 
ME認定者 
保有企業 

土木建設業 1,281 52社(4.0%) 

建設コンサルタント 242 20社(8.3%) 

  1,523 72社(4.7%) 

修了者の活動 

「ＭＥの会」：認定者の同窓組織 

ＭＥの会を通じた，発注者/受注者，職種，年齢などの壁のない 

技術を核とした人財ネットワーク 
技術者集団として法人化の検討 

橋梁点検マニュアルの勉強会 

岐阜県橋梁点検マニュアル 
による試し点検 

ＭＥフォローアップ研修 

ＭＥの会の活動 

継続的な技術の研鑽 

ＭＥ取得によるメリット  
• 目に見える効果 

– 岐阜県建設工事総合評価における加点項目（技術士と同等） 

– 国土交通省中部地方整備局の施設等管理支援士の受験資格 

– ＭＥを活用した小規模橋梁の点検・補修計画・補修工事の実施 

 

• 目に見えない効果 

– 自治体等土木職員と建設関連業界技術者の枠を超えた 

 「技術」を共通言語としたコミュニケーション 

– 社会基盤維持管理の個々のプロフェッショナルからジェネラリス
ト集団へ 

– ＭＥ取得者増加による維持管理ジェネラリスト集団の活躍 

– 産官学の垣根のない「技術と知識」によるネットワーク形成 

 技術と技術力による人のつながり 

出勤時のＭＥが歩道にクラックを発見 

雨・断層・小規模崩壊などから考え、帰宅時に目視点検 

山側斜面と道路に大きな変状 → すぐに管理者に連絡
し、帰宅後メールにて写真を添付し報告 

翌日、管理者とともに変状の進行を確認し、通行止め 

人的被害を回避できた 

ＭＥ（高度な技術者）が地域で活動することによって， 
被害を未然に防ぐことができる 

それぞれの地域に根ざした技術者が重要（必要） 

ＭＥの活躍例 



ＭＥのその他の活躍 

• 自治体所属ＭＥが，ＭＳ講習会の講師 

 

• 県・市町村建設技術職員講習会の講師 

 

• 橋梁点検研修 講師 

 

• 中部地方整備局の依頼で，三重県下で維持管理に関
する研修会の講師 

講演等で受けたコメントなど 
（社会的評価） 

– 相談できる専門家集団（ＭＥ）があるのは助かる 

 

– ＭＥのような地場の技術者だと，迅速な対応がとれる 

 

– 大学は敷居が高い 

 

– 現地の知見を持った技術者がいるのは心強い，しかも現地
での初動対応ができる 

 

– 技術者養成は産官学の協働でないと構築できない枠組みで
ある．ＭＥ養成は，実にシステマティックで感心した 

 

– ＭＥ認定者に対しても地元関連団体から講師依頼 

ＭＥ認定者からの評価（修了者からの感想より） 

• 維持管理の必要性やマネジメントの大切さを学び，最先端の理
論や技術を体感できた！ 

• 維持管理を想定してものづくりをするようになった． 

 

• 建設業者，発注者，コンサルタント，立場が違っても最終の目的
が同じなら，いっしょに効率よく事業をできる．“いっしょに受講し
た仲間とのネットワークこそ大切な財産．” 

• 維持管理の必要性を理解してもらうために，地域住民とのコミュ
ニケーションが不可欠である．各地域でのコミュニケーションを図
る仕組み作りをしたい．  

• ＭＥの会を通じ，自己研鑚する機会が増え，多くの技術者と知り
合い，自分と異なる視点を知ることができた． 

産学官連携コンソーシアム 
 

参画機関連携会議 
•地域定着化検討WG 
•カリキュラム検討WG 

 

参加機関： 

岐阜大学（幹事校），長崎大学（副幹事
校），長岡技術科学大学，愛媛大学，山口
大学，各大学の所在自治体，業界団体代
表者 

産学官連携コンソーシアムとして 
• 調査の実施 
全国行政ニーズ調査 
定着度調査の実施（岐阜，長崎） 

地域ニーズ調査の実施（長岡，愛
媛，山口） 

• WGの設置と運営 
地域定着化検討WG 
カリキュラム検討WG 

• 参画機関連携会議の設置と運営 
各参加校との連絡協議 
関連行政機関・業界との連携 

職域プロジェクトとして 
• 地域協議会の設置 
• 既存技術者養成講座の改善・試行 
• 関連行政機関・業界との連携 

山口地域協議会 
 

山口大学 
山口県 

山口県建設業界 

新潟地域協議会 
 

長岡技術科学大学 
新潟県 

新潟県建設業界 

長崎地域協議会 
 

長崎大学 
長崎県 

長崎県建設業界 

愛媛地域協議会 
 

愛媛大学 
愛媛県 

愛媛県建設業界 

岐阜地域協議会 
 

岐阜大学 
岐阜県 

岐阜県建設業界 

成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進事業 
地域ニーズに応えるインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム設計 

ＭＥに関する社会的課題 

• ＭＥとしての活動と通常業務の両立 

 

• ＭＥを中心としたビジネスモデルの構築 

 

• 行政側ＭＥと民間側ＭＥの役割分担の明確化 

 

• 市町村ＭＥの養成 

 

• 岐阜県外への浸透 

 

• ＭＥ養成講座の継続と発展 

最後に・・・・ 

–人財も立派な社会資本 

–人財の整備こそが急務 

–人財のストックマネジメント？ 

–人財のアセットマネジメント？？ 

 

構造物は自らの価値を高めることは出来ないが、 

人財は自らの価値を高めることが出来る（自己研鑽） 



４．おわりに 

事業責任者 大塚 悟 

 長岡技術科学大学教授 

 

 「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進」事業―地域ニーズに応える

インフラ再生技術者養成のためのカリキュラム設計―では、昨年度にインフラ再生技術者

育成新潟地域協議会を立ち上げて、インフラ再生技術者養成講座のカリキュラムを検討し

てきました。今年度には ME 新潟（構造）を試行して、２０名の修了者を認定しています。

北陸地域での養成講座の開催は初めてであり、手探りでの実施でしたが、関係機関のご支

援を得て無事に開催することができました。事業を採択頂いた文部科学省をはじめ、協議

会の会員の皆様に厚く御礼を申し上げます。 

 次年度には年２回の養成講座を開催する計画を策定しており、講座の内容も今年度以上

にグレード・アップする予定です。春季には新たに、ME新潟（防災）を試行いたしますが、

受講者のご意見を伺いながら、更なる内容の向上に務める予定です。また、秋季には ME新

潟（構造）を今年度の４週から６週に拡大して実施し、受講者の点検や診断に関する技術

評価も交えた内容を加える計画です。 

 社会基盤施設の維持管理や防災に対する社会的ニーズは非常に高く、維持管理技術者の

育成も急務になっています。本事業が地域の町医者とも言えるインフラ再生技術者の育成

に寄与できれば、事業に携わるものとして大きな喜びです。 
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